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日
退
教
の
組
織
活
動
交
流
集
会
は
、

新
た
に
21
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
安
倍
内
閣
の
本
音
が
露
骨
に
表
れ

ま
し
た
が
、
鹿
児
島
川
内
原
発
の
再
稼

働
、
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
、
安
保

法
案
の
強
行
採
決
な
ど
に
対
し
て
、
全

国
各
地
で
多
く
の
一
般
市
民
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
日
退
教
も
、
各
地
で
運

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
特
別
報
告
は
、
大
阪
府
退
教

「
憲
法
9
条
を
誇
り
に
す
る

会
」
が
、「
フ
ク
シ
マ
を
訪
ね

る
旅
」
カ
ラ
ー
版
冊
子
（
72

ペ
ー
ジ
）
を
作
成
し
て
報
告
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
1
冊

ず
つ
配
布
を
し
ま
し
た
が
、
30
部
ほ
ど

残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
単

会
・
個
人
に
お
分
け
し
ま
す
。
な
く
な

り
次
第
打
ち
切
り
ま
す
（
先
着
順
）。

日
退
教
通
信
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。

◆
編
集
後
記
◆

「
戦
後
70
年
」
の
読
書
か
ら
。

「
ベ
ル
リ
ン
に
一
人
死
す
」　
ハ
ン

ス
・
フ
ァ
ラ
ダ
著
　
赤
根
洋
子
訳

第
二
次
大
戦
下
ベ
ル
リ
ン
。
息
子

の
戦
死
を
機
に
、
あ
る
夫
婦
が
知
ら

な
い
誰
か
に
葉
書
を
書
く
。「
総
統

は
私
の
息
子
を
殺
し
た
」。
葉
書
を

公
共
の
場
に
置
い
て
く
る
ま
で
の
葛

藤
、
葉
書
を
見
た
人
の
反
応
…
…
波

紋
が
生
じ
る
。
悲
し
み
や
怒
り
は
他

者
に
伝
わ
り
、
人
々
は
連
帯
す
る
の

だ
ろ
う
か
。
権
力
の
末
端
に
繋
が
る

人
間
は
、
自
分
の
行
動
を
肯
定
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
実
話
を
元
に
し
た

小
説
。

「
Ｈ
Ｈ
ｈ
Ｈ
　
プ
ラ
ハ
、
１
９
４
２

年
」　
ロ
ー
ラ
ン
・
ビ
ネ
著
　
高
橋

啓
訳
。

表
題
は
「
ヒ
ム
ラ
ー
の
頭
脳
は
ハ

イ
ド
リ
ヒ
と
呼
ば
れ
る
」
の
意
。
ナ

チ
ス
高
官
ハ
イ
ド
リ
ヒ
の
暗
殺
と
そ

の
後
を
描
く
。
ナ
チ
ス
の
権
力
、
レ

ジ
ス
タ
ン
ス
、
密
告
、
無
実
の
罪
…
。

こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
。「
事
実

と
し
て
分
か
る
こ
と
だ
け
書
く
」
と

何
度
も
語
る
著
者
は
、
創
作
活
動
の

意
味
や
歴
史
を
も
問
い
か
け
る
。

本
を
閉
じ
考
え
る
。「
昔
の
遠
い

国
の
話
？
」
歴
史
は
、
終
息
し
た
も

の
で
は
な
く
、
振
り
返
っ
て
問
い
続

け
ざ
る
を
得
な
い
も
の
な
の
だ
と
突

き
つ
け
ら
れ
た
気
が
す
る
。「
お
わ

び
は
お
し
ま
い
」
と
言
い
出
す
首
相

の
い
る
こ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
出

会
え
て
良
か
っ
た
本
だ
っ
た
。　（

た
）

◆
レ
ポ
ー
ト
名

①
戦
争
を
語
り
つ
ぐ
と
り
く
み

加
登
　
康
宏
（
北
退
教
）

②�

原
発
事
故
４
年
半
経
過
の
福
島
の
現
状
と
課
題

����

住
谷
　
圭
造
（
福
島
退
教
）

③�

宮
城
に
お
け
る
「
安
保
法
制
法
案
」（
＝
戦
争
法
案
）

反
対
運
動
の
動
向
と
宮
城
退
教
協
の
取
り
組
み
に
つ

い
て酒

井
　
孝
夫
（
宮
城
退
教
）

④
沖
縄
と
連
帯
す
る
取
り
組
み

本
村
　
富
美
子
（
東
京
高
退
教
）

⑤�

新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
！
　
辺
野
古
の
現
在（
イ
マ
）　
　

安
次
嶺
美
代
子
（
沖
縄
高
退
教
）

⑥�

公
開
研
究
講
座「
平
和
教
育
交
流
集
会
」に
参
加（
推

進
）
し
て
　
Ⅲ

上
瀬
　
雅
美
（
石
川
退
教
）

①
　
北
海
道
退
教
か
ら
は
、
現
退
一
致
の
「
戦
争
を
語

る
会
」
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
1
9
9
5
年
、

北
教
組
は
「
戦
後
50
年
」
と
い
う
節
目
に
平
和
教
育
・

平
和
運
動
の
前
進
を
求
め
「
戦
争
史
実
の
掘
り
起
こ
し

 

第
１
分
科
・
分
散
会 

「
平
和
・
組
織
」

　
第
2
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修

旅
行
を
10
月
6
日
か
ら
の
3
泊

4
日
間
で
実
施
を
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
11
名
の
参
加
で
し
た

が
、
今
回
は
38
名
の
参
加
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
敗
戦
70

年
、
日
韓
条
約
締
結
50
年
そ
し

て
朝
鮮
王
朝
第
26
代
高
宗
国
王

の
妃
で
あ
る
明
成
皇
后（
閔
妃
）

を
日
本
人
ら
が
暗
殺
し
て
か
ら

1
2
0
周
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
の
侵
略
に
た

い
す
る
歴
代
日
本
政
府
の
責
任

の
取
り
方
が
極
め
て
不
十
分
で

あ
り
、
多
く
の
教
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
政
府
に
対
し
て
不
信
感
を

抱
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、
安
重
根
記
念
館
、

西
大
門
刑
務
所
跡
、
景
福
宮
明

成
皇
后
暗
殺
場
所
、
独
立
記
念

館
、
独
立
宣
言
を
発
し
た
タ
プ

コ
ル
公
園
、
戦
争
と
女
性
の
人

権
博
物
館
、
29
字
委
員
会
見
学
、

1
2
0
周
年
忌
辰
祭（
法
要
）参

加
、李
方
子
・
浅
川
巧
墓
参
を
し
、

更
に
、
見
識
豊
か
な
現
地
ガ
イ

ド
の
説
明
に
よ
り
、
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
も
お
よ
そ
半
数

の
参
加
か
ら
集
ま
り
、
来
年
も

参
加
し
た
い
、
日
退
教
の
旅
に

は
必
ず
参
加
し
た
い
等
、
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
退
教
は
、
第
3
回
東
ア
ジ

ア
海
外
研
修
旅
行
を
さ
ら
に
有

意
義
な
も
の
に
し
た
い
と
、
今

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
日
程

◦�

第
5
回
役
員
会
・
第
2
回
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
で
提
案

（
2
0
1
6
年
3
月
）

◦�

日
退
教
通
信
第
3
6
5
号
で

募
集
（
4
月
）

◦�「
悠
悠
ラ
イ
フ
」
で
募
集

（
7
月
末
　
締
切
）

◦
実
施
（
9
月
下
旬
ご
ろ
）

派
・
慎
重
派
が
拮
抗
し
て
い
る
。

県
議
選
の
定
数
は
2
名
で
、
以

前
か
ら
自
民
党
が
2
議
席
独
占

し
て
き
た
が
、
こ
の
4
月
に
行

わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
反
原

発
・
反
再
稼
働
を
掲
げ
、
市
議

で
あ
っ
た
女
性
を
県
議
選
に
建

て
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
。

市
議
選
で
も
、
53
歳
で
退
職
を

し
た
教
師
を
全
面
支
援
し
当
選

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
　
滋
賀
県
は
退
女
教
と
日
退

教
が
一
緒
の
結
合
県
と
し
て
結

成
さ
れ
30
余
年
で
あ
る
。
常
に

男
女
が
力
を
合
わ
せ
て
現
・
退

一
致
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

に
、
会
員
が
中
心
に
行
う
「
心

の
電
話
相
談
」
も
発
足
当
初
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。
現
・
退
一

致
の
取
り
組
み
で
は
、
選
挙
活

動
や
教
育
研
究
活
動
そ
し
て
反

戦
・
反
原
発
の
活
動
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
い
活
動
も
春
と
秋
の
年

2
回
行
っ
て
い
る
。

④
　
愛
媛
の
会
員
は
少
数
で
あ

る
が
、
毎
年
5
月
に
は
定
期
総

会
を
開
催
し
、
四
国
4
県
持
ち

回
り
の
日
退
教
・
日
教
組
四
国

地
区
協
議
会
・
幹
事
会
に
も
参

加
し
て
い
る
。8
月
に
は
囲
碁
・

将
棋
大
会
を
開
催
し
、
秋
に
は

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
囲
碁
大
会
に
代

表
を
送
っ
て
い
る
。
安
保
法
案

反
対
活
動
で
は
、
戦
争
を
さ
せ

な
い
千
人
委
員
会
の
活
動
に
参

加
し
た
。
伊
方
原
発
運
転
差
し

止
め
訴
訟
に
も
会
員
が
原
告
と

な
り
、
毎
回
原
告
席
、
傍
聴
席

を
抽
選
で
決
め
る
な
ど
、
多
く

の
参
加
者
で
被
告
席
を
圧
倒
し

て
い
る
。

⑤
　
豊
後
大
野
支
部
で
、
新
規

就
農
希
望
者
の
育
成
支
援
の
た

め
に
設
立
し
た「
緑
の
奨
学
会
」

の
活
動
報
告
で
あ
る
。

2
0
1
0
年
11
月
24
日
に
「
緑

の
奨
学
会
設
立
総
会
」
を
豊
後

大
野
教
育
会
館
で
行
い
、
40
名

の
賛
同
会
員
が
参
加
し
た
。
将

来
、
豊
後
大
野
市
に
定
住
し
、

農
林
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

志
の
あ
る
生
徒
に
対
し
、
高
校

進
学
時
に
10
万
円
の
奨
学
金
を

贈
呈
す
る
。
定
員
は
5
名
で
あ

る
。
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
る

が
、
毎
年
定
期
的
に
心
境
報
告

を
し
て
く
れ
て
い
る
。
規
約
で

は
25
歳
ま
で
に
就
農
し
な
け
れ

ば
奨
学
金
は
返
金
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

朝鮮に対する
日本の侵略を学ぶ旅
多くの成果を上げて

終える
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（2）（3）

運
動
」
を
提
起
。
こ
れ
を
受
け
て

各
地
区
（
支
部
）
で
空
襲
等
の
史

実
の
掘
り
起
こ
し
、
戦
争
体
験
者

の
声
を
聞
く
運
動
が
活
発
化
。
中

で
も
中
空
知
支
部
で
は
「
開
放
講

座
」
を
年
数
回
設
定
。
2
0
0
1

年
か
ら“
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
”

た
め
の
語
り
部
活
動
を
展
開
。

　
2
0
1
3
年
、「
戦
争
を
語
る

会
」
活
動
の
継
続
を
巡
っ
て
、
北

教
組
執
行
部
と
中
空
知
退
教
役
員

会
の
協
議
は
合
意
に
至
ら
な
か
っ

た
が
、
安
倍
政
権
の
「
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
」
の
閣
議
決
定

以
降
、
会
の
再
開
を
決
意
。

2
0
1
4
年
に
は
退
教
主
催
の

「
戦
争
は
教
育
か
ら
始
ま
る
」（
講

師
：
兼
古
哲
郎
さ
ん
）
を
開
催
。

2
0
1
5
年
に
は
「
沖
縄
戦
そ
し

て
戦
争
法
案
」
を
開
催
。
共
に
大

き
な
感
動
を
呼
ん
だ
、
な
ど
の

数
々
の
実
践
が
報
告
さ
れ
た
。

②
　
福
島
退
教
か
ら
は
原
発
事
故

4
年
半
経
過
の
福
島
の
現
状
と
課

題
が
報
告
さ
れ
た
。
震
災
・
原
発

事
故
か
ら
4
年
半
が
経
過
し
表
面

的
に
は
「
復
興
」
が
進
ん
で
い
る

か
の
如
き
報
道
が
為
さ
れ
て
い
る

が
、
福
島
の
「
復
興
」
は
ほ
と
ん

ど
進
ん
で
い
な
い
。
放
射
能
汚
染

の
除
去
は
終
わ
っ
て
い
な
い
し
、

除
染
し
て
も
放
射
線
量
は
上
が
る

な
ど
終
わ
り
が
見
え
な
い
。
こ
の

様
な
状
況
に
も
拘
わ
ら
ず
、原
発

事
故
を
風
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
動

き
が
あ
る
。

　
双
葉
の
学
校
に
戻
っ
て
き
た
生

徒
は
6
5
7
名
（
2
0
1
4
年
現

在
）
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
は
僅
か
3

分
の
1
の
生
徒
数
で
あ
る
。
特
に

問
題
な
の
は
、
廃
棄
物
を
置
く
と

こ
ろ
が
な
い
な
ど
原
発
事
故
後
の

後
始
末
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

「
千
年
に
一
度
」
で
も
大
地
震
・

原
発
事
故
が
起
き
た
と
き
に
ど
う

す
る
か
が
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な

い
。
再
稼
働
は
あ
り
え
な
い
。
今
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

8
，0
0
0
人
の
原
発
作
業
労
働

者
の
問
題
。
賠
償
問
題
も
含
め
東

電
の
姿
勢
が
大
問
題
で
あ
る
。
今

後
も
報
告
を
続
け
て
行
き
た
い
と

締
め
く
く
ら
れ
た
。

③
　
宮
城
退
教
協
か
ら
は
「
安
保

法
制
法
案
」（
＝
戦
争
法
案
）
反

対
運
動
の
実
態
の
レ
ポ
ー
ト
。

2
0
1
4
年
3
月
20
日
の
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
1�

，0
0
0
人
委
員

会
」
に
は
宮
城
退
教
協
か
ら
も
参

加
。
5
月
3
日
の
宮
城
県
民
集
会

に
は
退
教
協
か
ら
19
人
が
参
加
。

宮
城
の
運
動
の
特
徴
は
、市
民
系
・

社
民
系
・
共
産
系
三
団
体
の
強
固

な
共
闘
。
そ
の
後
こ
の
共
闘
が
運

動
の
広
が
り
を
見
せ
る
原
動
力
と

な
っ
た
。
5
月
25
日
の
集
会
の
呼

び
か
け
人
は
各
界
各
層
か
ら

1
1
8
人
。
菅
原
文
太
さ
ん
か
ら

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

等
々
の
多
く
の
集
会
を
企
画
・
実

行
し
て
き
た
。

　
2
0
1
5
年
3
月
７
日
の
宮
城

県
民
集
会
に
は
1
6
3
の
賛
同
団

体
か
ら
55
万
円
、
3
2
4
名
の
個

人
か
ら
77
万
円
の
カ
ン
パ
あ
り
、

以
降
の
軍
資
金
と
な
る
。
8
月
30

日
の
「
国
会
10
万
人
集
会
」
に
は
、

宮
城
県
か
ら
も
バ
ス
数
台
で
参
加
。

強
行
採
決
後
も
緊
急
県
民
集
会
を

持
っ
て
い
る
。
今
後
は
11
月
７
日

に
向
け
て
各
団
体
の
共
闘
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
の
将
来
展
望
が
語

ら
れ
、
報
告
を
終
え
た
。

④
　
都
高
教
退
職
会
か
ら
は
「
沖

縄
と
連
帯
し
、
辺
野
古
新
基
地
・

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ト
に
反
対
し
、
普

天
間
基
地
の
撤
去
を
め
ざ
す
取
り

組
み
」
が
報
告
さ
れ
た
。
都
高
退

教
は
従
来
か
ら
日
退
教
の
沖
縄
交

流
団
の
一
員
と
し
て
会
員
が
交
代

で
参
加
し
て
き
た
。
そ
の
一
環
と

し
て
3
月
に
沖
縄
に
行
き
、
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
の
大
き
な
意
義
を

感
じ
た
報
告
者
は
、『
標
的
の
村
』

自
主
上
映
を
思
い
付
き
4
月
の
上

映
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
7
月
に

◆
レ
ポ
ー
ト
名

①�

い
わ
て
教
育
文
化
研
究
所
に
お

け
る
平
和
の
取
り
組
み

　
　
小
西
　
寛
（
岩
手
高
退
教
）

②�

現
退
一
致
で
取
り
組
ん
だ
…

「
戦
争
法
」
阻
止
の
闘
い

　
　
石
野
　
公
久（
新
潟
高
退
教
）

③�

教
科
書
採
択
の
取
り
く
み
と
歴

史
・
公
民
教
科
書
問
題
点
に
つ

い
て

　
　
高
橋
　
勇
（
埼
玉
退
教
）

④�

組
織
拡
大
・
強
化
と
退
教
協
の

目
的

　
　
河
下
　
卓
司（
愛
知
退
教
協
）

⑤�

熊
本
県
退
教
協
に
お
け
る
組
織

拡
大
と
財
政
確
立
の
現
状

　
　
平
川
　
欽
一（
熊
本
県
退
教
）

①
　
岩
手
高
退
教
か
ら
平
和
教
育

の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
長
崎
か

ら
始
ま
っ
た「
高
校
生
平
和
大
使
」

に
震
災
を
契
機
と
し
て
参
加
。
国

連
や
韓
国
等
へ
の
高
校
生
の
派
遣
、

高
校
生
の
署
名
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
紹
介
、
さ
ら
に
県
内
の
高

校
全
体
に
運
動
の
拡
大
を
図
り
、

学
習
や
議
論
の
場
を
拡
大
し
た
い

と
報
告
さ
れ
た
。

②
　
新
潟
高
退
教
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

現
退
一
緒
に
平
和
の
取
り
く
み
を

す
す
め
た
報
告
で
あ
る
。
新
高
退

総
会
で
特
別
決
議
「
戦
争
法
案
阻

止
・
辺
野
古
新
基
地
阻
止
の
闘
い

に
取
り
組

む
」
を
あ
げ
、

９
回
の
集
会

を
行
い
多
く

の
会
員
の
参

加
を
得
た
。

各
支
部
の
現

職
の
取
り
く

み
に
も
協
力

を
呼
び
か
け
、

退
職
者
の
会

各
支
部
で
も

日
退
教
と
共
催
で
「
辺
野
古
・
高

江
連
帯
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
、
神

奈
川
・
神
奈
川
高
・
石
川
高
・
福

岡
県
各
退
教
も
併
せ
て
30
名
の
参

加
。
沖
縄
県
・
高
退
教
の
全
面
的

な
協
力
を
得
て
充
実
し
た
ツ
ア
ー

と
な
っ
た
様
子
が
、豊
富
な
カ

ラ
ー
写
真
と
と
も
に
報
告
さ
れ
た
。

　
ゲ
ー
ト
前
で
の
座
り
込
み
・
和

や
か
な
抗
議
集
会
・
激
し
い
デ
モ

行
進
の
様
子
が
語
ら
れ
た
。
2
日

目
の
夜
の
交
流
集
会
に
は
名
護
市

長
稲
嶺
さ
ん
が
飛
び
入
り
参
加
。

特
に
沖
縄
知
事
選
で
翁
長
さ
ん
を

立
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
で
勝
利
し

た
経
験
に
学
ぶ
大
切
さ
や
、
日
本

国
憲
法
の
上
に
安
保
法
制
が
存
在

す
る
こ
と
を
実
感
し
て
帰
っ
て
き

た
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

⑤
　
沖
縄
高
退
教
か
ら
は
「『
辺

野
古
新
基
地
問
題
』
か
ら
民
主
主

義
・
人
権
を
問
う
」
の
レ
ポ
ー
ト
。

翁
長
知
事
の
「
辺
野
古
埋
め
立
て

承
認
の
取
り
消
し
」
命
令
が
漸
く

に
出
た
。
辺
野
古
か
ら
大
浦
湾
に

か
け
て
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
開

始
さ
れ
て
以
来
、
ゲ
ー
ト
前
で
は

連
日
座
り
込
み
・
抗
議
行
動
が
展

開
さ
れ
4
6
7
日
に
な
る
。
ゲ
ー

ト
前
で
は
、
朝
６
時
か
ら
８
時
ま

で
に
ゲ
ー
ト
に
入
る
工
事
車
両
を

阻
止
し
よ
う
と
県
警
な
ど
と
の
小

競
合
い
。
大
浦
湾
で
は
工
事
車
両

に
近
づ
き
抗
議
す
る
辺
野
古
カ

ヌ
ー
チ
ー
ム
に
対
し
海
上
保
安
庁

の
海
中
に
沈
め
よ
う
と
す
る
な
ど

の
暴
力
行
為
。
今
で
は
普
天
間
の

「
危
険
性
の
除
去
」
を
名
目
に
名

護
市
に
「
辺
野
古
あ
り
き
」
で
強

行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
民
意
は
2
0
1
0
年
・

2
0
1
4
年
の
名
護
市
長
選
挙
、

11
月
の
知
事
選
の「
オ
―
ル
沖
縄
」

で
の
勝
利
。
12
月
の
衆
議
院
選
挙
。

い
ず
れ
も
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
派
が
勝
利
し
て
い
る
。
民
意
は

示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
沖
縄
は
戦

後
70
年
間
の
安
保
体
制
の
犠
牲
。

か
つ
て
の
様
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ

せ
な
い
と
の
思
い
で
、
私
達
県
民

は
座
り
込
ん
で
い
る
。

⑥
　
最
後
に
退
職
者
を
中
心
に
し

た
、
い
し
か
わ
教
育
総
研
の
活
動

が
報
告
さ
れ
た
。
特
に
強
調
さ
れ

た
の
は
全
員
当
選
に
全
力
を
挙
げ

た
統
一
自
治
体
選
挙
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、

退
職
者
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
も

現
退
一
致
の
活
動
で
県
議
２
名
、

市
議
４
名
の
全
員
当
選
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
た
。

　
な
ん
と
し
て
も
戦
争
法
案
廃
案

の
闘
い
は
県
退
教
協
も
可
能
な
限

り
参
加
。「
ピ
ー
ス
テ
ン
ト
」
は

憲
法
を
守
る
会
、
石
川
憲
法
会
議

な
ど
８
団
体
で
構
成
さ
れ
、
法
案

成
立
後
も
毎
月
19
日
に
は
抗
議
集

会
を
開
く
な
ど
廃
案
に
向
け
て
の

闘
い
を
展
開
し
て
い
る
。

　
更
に
教
育
総
研
の
“
公
開
研
究

講
座
「
平
和
交
流
集
会
」
に
参
加

し
て
”
の
レ
ポ
―
ト
を
基
に
９
つ

の
資
料
を
も
併
せ
、
そ
の
実
践
が

述
べ
ら
れ
た
。
　

集
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

③
　
埼
玉
退
教
か
ら
は
、
現
退
一

緒
に
取
り
く
み
、
育
鵬
社
以
外
の

教
科
書
採
択
に
至
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。「
埼
玉
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
主
催
の
学
習
会
を
各
地
で

開
き
問
題
点
を
市
民
と
も
共
有
。

背
景
に
は
幅
広
い
市
民
運
動
と
組

織
運
動
の
結
合
が
あ
る
。
市
教
委

へ
の
要
請
書
や
退
職
者
に
展
示
会

参
加
を
呼
び
か
け
る
取
り
く
み
も

行
っ
た
。

　
全
国
の
状
況
も
報
告
さ
れ
、
沖

縄
八
重
山
地
区
で
圧
力
が
か
か
っ

た
が
、
竹
富
町
が
は
ね
の
け
た
例

も
挙
げ
ら
れ
た
。
中
等
教
育
学
校

に
育
鵬
社
採
択
が
あ
る
傾
向
も
指

摘
さ
れ
た
。

④
　
愛
知
退
教
の
レ
ポ
ー
ト
は
組

織
の
実
態
と
課
題
報
告
で
あ
る
。

組
織
率
低
下
や
財
政
上
の
課
題
は

◆
リ
ポ
ー
ト
名

①
組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
平
野
直
比
古（
千
葉
県
退
教
）

あ
る
が
、
ね
ば
り
強
く
退
教
協
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
現
退
一
致

で
「
愛
知
の
教
育
を
よ
り
よ
く
し

て
い
く
」
と
い
う
目
的
を
確
認
す

る
重
要
性
が
語
ら
れ
た
。

　
各
県
の
情
報
交
換
も
あ
っ
た
。

職
員
録
が
な
く
な
り
住
所
把
握
で

き
な
い
、
い
く
つ
か
の
退
職
者
組

織
の
違
い
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い

等
の
話
も
出
た
。

⑤
　
熊
本
県
退
教
か
ら
も
現
状
と

組
織
拡
大
に
向
け
て
の
取
り
く
み

が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
。
加
入
の
取

り
く
み
は
、
退
職
時
の
加
入
呼
び

か
け
が
重
要
、
元
同
僚
の
呼
び
か

け
が
大
き
な
力
と
報
告
さ
れ
た
。

　
討
議
で
は
、
再
任
用
制
度
が
で

き
た
が
、
60
歳
代
の
加
入
を
す
す

め
る
必
要
性
や
、
再
任
用
の
労
働

条
件
等
へ
の
取
り
く
み
も
必
要
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

②
県
議
選
・
市
議
選
の
取
り
組
み

　
　
入
澤
　
稔
（
新
潟
県
退
教
）

③�

仲
よ
く
や
っ
て
ま
〜
す
　
滋

 

第
２
分
科
・
分
散
会 

「
教
育
・
人
権
・
組
織
」

 

第
３
分
科
・
分
散
会 

「
福
祉
・
文
化
・
組
織
」

賀
！

　
　
清
水
明
美
（
滋
賀
退
教
）

④�
愛
媛
退
教
協
の
組
織
の
現
状
と

活
動
状
況
　

　
　
坂
本
猪
左
雄
（
愛
媛
退
教
）

⑤�

緑
の
大
地
に
根
付
か
せ
る
「
緑

の
奨
学
会
」
設
立
や
活
動
状
況

の
報
告
　

　
　
後
藤
宏
二（
大
分
県
退
現
教
）

①
　
館
山
市
を
中
心
と
し
た
安
房

支
部
の
組
織
拡
大
に
奮
闘
し
て
い

る
現
状
報
告
で
あ
る
。
加
入
を
呼

び
か
け
て
も
、「
も
う
組
織
な
ど

に
縛
ら
れ
た
く
な
い
、
自
由
で
い

た
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
教
職
員
に
対
す
る
管
理
強
化
と

多
忙
化
攻
撃
の
結
果
だ
と
思
う
。

こ
の
こ
と
を
心
に
刻
み
オ
ル
グ
し

た
結
果
、
親
の
介
護
に
大
変
な

方
々
を
通
し
て
見
え
る
こ
の
国
の

福
祉
の
貧
困
の
問
題
や
、
個
人
の

健
康
の
問
題
で
な
か
な
か
自
由
に

な
れ
な
い
で
い
る
現
実
が
あ
る
。

退
教
に
入
会
す
る
こ
と
が
こ
の
社

会
に
生
き
る
最
も
人
間
的
な
生
き

方
だ
と
訴
え
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

②
　
柏
崎
刈
羽
支
部
の
県
議
選
・

市
議
選
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ

の
地
域
は
、
柏
崎
・
刈
羽
原
発
を

抱
え
る
保
守
色
の
強
い
地
域
で
、

再
稼
働
に
向
け
積
極
派
と
反
対

本村富美子さん
（東京高退教）

入澤　稔さん
（新潟県退教）

高橋　勇さん
（埼玉退教）

酒井孝夫さん
（宮城退教）

平野直比古さん
（千葉県退教）

小西　寛さん
（岩手高退教）

上瀬雅美さん
（石川県退教）

清水明美さん
（滋賀退教）

石野公久さん
（新潟高退教）

河下卓司さん
（愛知退教）

安次嶺美代子さん
（沖縄高退教）

坂本伊左雄さん
（愛媛退教）

平川欽一さん
（熊本県退教）
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（2）（3）

運
動
」
を
提
起
。
こ
れ
を
受
け
て

各
地
区
（
支
部
）
で
空
襲
等
の
史

実
の
掘
り
起
こ
し
、
戦
争
体
験
者

の
声
を
聞
く
運
動
が
活
発
化
。
中

で
も
中
空
知
支
部
で
は
「
開
放
講

座
」
を
年
数
回
設
定
。
2
0
0
1

年
か
ら“
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
”

た
め
の
語
り
部
活
動
を
展
開
。

　
2
0
1
3
年
、「
戦
争
を
語
る

会
」
活
動
の
継
続
を
巡
っ
て
、
北

教
組
執
行
部
と
中
空
知
退
教
役
員

会
の
協
議
は
合
意
に
至
ら
な
か
っ

た
が
、
安
倍
政
権
の
「
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
」
の
閣
議
決
定

以
降
、
会
の
再
開
を
決
意
。

2
0
1
4
年
に
は
退
教
主
催
の

「
戦
争
は
教
育
か
ら
始
ま
る
」（
講

師
：
兼
古
哲
郎
さ
ん
）
を
開
催
。

2
0
1
5
年
に
は
「
沖
縄
戦
そ
し

て
戦
争
法
案
」
を
開
催
。
共
に
大

き
な
感
動
を
呼
ん
だ
、
な
ど
の

数
々
の
実
践
が
報
告
さ
れ
た
。

②
　
福
島
退
教
か
ら
は
原
発
事
故

4
年
半
経
過
の
福
島
の
現
状
と
課

題
が
報
告
さ
れ
た
。
震
災
・
原
発

事
故
か
ら
4
年
半
が
経
過
し
表
面

的
に
は
「
復
興
」
が
進
ん
で
い
る

か
の
如
き
報
道
が
為
さ
れ
て
い
る

が
、
福
島
の
「
復
興
」
は
ほ
と
ん

ど
進
ん
で
い
な
い
。
放
射
能
汚
染

の
除
去
は
終
わ
っ
て
い
な
い
し
、

除
染
し
て
も
放
射
線
量
は
上
が
る

な
ど
終
わ
り
が
見
え
な
い
。
こ
の

様
な
状
況
に
も
拘
わ
ら
ず
、原
発

事
故
を
風
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
動

き
が
あ
る
。

　
双
葉
の
学
校
に
戻
っ
て
き
た
生

徒
は
6
5
7
名
（
2
0
1
4
年
現

在
）
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
は
僅
か
3

分
の
1
の
生
徒
数
で
あ
る
。
特
に

問
題
な
の
は
、
廃
棄
物
を
置
く
と

こ
ろ
が
な
い
な
ど
原
発
事
故
後
の

後
始
末
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

「
千
年
に
一
度
」
で
も
大
地
震
・

原
発
事
故
が
起
き
た
と
き
に
ど
う

す
る
か
が
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な

い
。
再
稼
働
は
あ
り
え
な
い
。
今
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

8
，0
0
0
人
の
原
発
作
業
労
働

者
の
問
題
。
賠
償
問
題
も
含
め
東

電
の
姿
勢
が
大
問
題
で
あ
る
。
今

後
も
報
告
を
続
け
て
行
き
た
い
と

締
め
く
く
ら
れ
た
。

③
　
宮
城
退
教
協
か
ら
は
「
安
保

法
制
法
案
」（
＝
戦
争
法
案
）
反

対
運
動
の
実
態
の
レ
ポ
ー
ト
。

2
0
1
4
年
3
月
20
日
の
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
1�

，0
0
0
人
委
員

会
」
に
は
宮
城
退
教
協
か
ら
も
参

加
。
5
月
3
日
の
宮
城
県
民
集
会

に
は
退
教
協
か
ら
19
人
が
参
加
。

宮
城
の
運
動
の
特
徴
は
、市
民
系
・

社
民
系
・
共
産
系
三
団
体
の
強
固

な
共
闘
。
そ
の
後
こ
の
共
闘
が
運

動
の
広
が
り
を
見
せ
る
原
動
力
と

な
っ
た
。
5
月
25
日
の
集
会
の
呼

び
か
け
人
は
各
界
各
層
か
ら

1
1
8
人
。
菅
原
文
太
さ
ん
か
ら

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

等
々
の
多
く
の
集
会
を
企
画
・
実

行
し
て
き
た
。

　
2
0
1
5
年
3
月
７
日
の
宮
城

県
民
集
会
に
は
1
6
3
の
賛
同
団

体
か
ら
55
万
円
、
3
2
4
名
の
個

人
か
ら
77
万
円
の
カ
ン
パ
あ
り
、

以
降
の
軍
資
金
と
な
る
。
8
月
30

日
の
「
国
会
10
万
人
集
会
」
に
は
、

宮
城
県
か
ら
も
バ
ス
数
台
で
参
加
。

強
行
採
決
後
も
緊
急
県
民
集
会
を

持
っ
て
い
る
。
今
後
は
11
月
７
日

に
向
け
て
各
団
体
の
共
闘
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
の
将
来
展
望
が
語

ら
れ
、
報
告
を
終
え
た
。

④
　
都
高
教
退
職
会
か
ら
は
「
沖

縄
と
連
帯
し
、
辺
野
古
新
基
地
・

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ト
に
反
対
し
、
普

天
間
基
地
の
撤
去
を
め
ざ
す
取
り

組
み
」
が
報
告
さ
れ
た
。
都
高
退

教
は
従
来
か
ら
日
退
教
の
沖
縄
交

流
団
の
一
員
と
し
て
会
員
が
交
代

で
参
加
し
て
き
た
。
そ
の
一
環
と

し
て
3
月
に
沖
縄
に
行
き
、
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
の
大
き
な
意
義
を

感
じ
た
報
告
者
は
、『
標
的
の
村
』

自
主
上
映
を
思
い
付
き
4
月
の
上

映
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
7
月
に

◆
レ
ポ
ー
ト
名

①�

い
わ
て
教
育
文
化
研
究
所
に
お

け
る
平
和
の
取
り
組
み

　
　
小
西
　
寛
（
岩
手
高
退
教
）

②�

現
退
一
致
で
取
り
組
ん
だ
…

「
戦
争
法
」
阻
止
の
闘
い

　
　
石
野
　
公
久（
新
潟
高
退
教
）

③�

教
科
書
採
択
の
取
り
く
み
と
歴

史
・
公
民
教
科
書
問
題
点
に
つ

い
て

　
　
高
橋
　
勇
（
埼
玉
退
教
）

④�

組
織
拡
大
・
強
化
と
退
教
協
の

目
的

　
　
河
下
　
卓
司（
愛
知
退
教
協
）

⑤�

熊
本
県
退
教
協
に
お
け
る
組
織

拡
大
と
財
政
確
立
の
現
状

　
　
平
川
　
欽
一（
熊
本
県
退
教
）

①
　
岩
手
高
退
教
か
ら
平
和
教
育

の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
長
崎
か

ら
始
ま
っ
た「
高
校
生
平
和
大
使
」

に
震
災
を
契
機
と
し
て
参
加
。
国

連
や
韓
国
等
へ
の
高
校
生
の
派
遣
、

高
校
生
の
署
名
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
紹
介
、
さ
ら
に
県
内
の
高

校
全
体
に
運
動
の
拡
大
を
図
り
、

学
習
や
議
論
の
場
を
拡
大
し
た
い

と
報
告
さ
れ
た
。

②
　
新
潟
高
退
教
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

現
退
一
緒
に
平
和
の
取
り
く
み
を

す
す
め
た
報
告
で
あ
る
。
新
高
退

総
会
で
特
別
決
議
「
戦
争
法
案
阻

止
・
辺
野
古
新
基
地
阻
止
の
闘
い

に
取
り
組

む
」
を
あ
げ
、

９
回
の
集
会

を
行
い
多
く

の
会
員
の
参

加
を
得
た
。

各
支
部
の
現

職
の
取
り
く

み
に
も
協
力

を
呼
び
か
け
、

退
職
者
の
会

各
支
部
で
も

日
退
教
と
共
催
で
「
辺
野
古
・
高

江
連
帯
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
、
神

奈
川
・
神
奈
川
高
・
石
川
高
・
福

岡
県
各
退
教
も
併
せ
て
30
名
の
参

加
。
沖
縄
県
・
高
退
教
の
全
面
的

な
協
力
を
得
て
充
実
し
た
ツ
ア
ー

と
な
っ
た
様
子
が
、豊
富
な
カ

ラ
ー
写
真
と
と
も
に
報
告
さ
れ
た
。

　
ゲ
ー
ト
前
で
の
座
り
込
み
・
和

や
か
な
抗
議
集
会
・
激
し
い
デ
モ

行
進
の
様
子
が
語
ら
れ
た
。
2
日

目
の
夜
の
交
流
集
会
に
は
名
護
市

長
稲
嶺
さ
ん
が
飛
び
入
り
参
加
。

特
に
沖
縄
知
事
選
で
翁
長
さ
ん
を

立
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
で
勝
利
し

た
経
験
に
学
ぶ
大
切
さ
や
、
日
本

国
憲
法
の
上
に
安
保
法
制
が
存
在

す
る
こ
と
を
実
感
し
て
帰
っ
て
き

た
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

⑤
　
沖
縄
高
退
教
か
ら
は
「『
辺

野
古
新
基
地
問
題
』
か
ら
民
主
主

義
・
人
権
を
問
う
」
の
レ
ポ
ー
ト
。

翁
長
知
事
の
「
辺
野
古
埋
め
立
て

承
認
の
取
り
消
し
」
命
令
が
漸
く

に
出
た
。
辺
野
古
か
ら
大
浦
湾
に

か
け
て
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
開

始
さ
れ
て
以
来
、
ゲ
ー
ト
前
で
は

連
日
座
り
込
み
・
抗
議
行
動
が
展

開
さ
れ
4
6
7
日
に
な
る
。
ゲ
ー

ト
前
で
は
、
朝
６
時
か
ら
８
時
ま

で
に
ゲ
ー
ト
に
入
る
工
事
車
両
を

阻
止
し
よ
う
と
県
警
な
ど
と
の
小

競
合
い
。
大
浦
湾
で
は
工
事
車
両

に
近
づ
き
抗
議
す
る
辺
野
古
カ

ヌ
ー
チ
ー
ム
に
対
し
海
上
保
安
庁

の
海
中
に
沈
め
よ
う
と
す
る
な
ど

の
暴
力
行
為
。
今
で
は
普
天
間
の

「
危
険
性
の
除
去
」
を
名
目
に
名

護
市
に
「
辺
野
古
あ
り
き
」
で
強

行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
民
意
は
2
0
1
0
年
・

2
0
1
4
年
の
名
護
市
長
選
挙
、

11
月
の
知
事
選
の「
オ
―
ル
沖
縄
」

で
の
勝
利
。
12
月
の
衆
議
院
選
挙
。

い
ず
れ
も
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
派
が
勝
利
し
て
い
る
。
民
意
は

示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
沖
縄
は
戦

後
70
年
間
の
安
保
体
制
の
犠
牲
。

か
つ
て
の
様
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ

せ
な
い
と
の
思
い
で
、
私
達
県
民

は
座
り
込
ん
で
い
る
。

⑥
　
最
後
に
退
職
者
を
中
心
に
し

た
、
い
し
か
わ
教
育
総
研
の
活
動

が
報
告
さ
れ
た
。
特
に
強
調
さ
れ

た
の
は
全
員
当
選
に
全
力
を
挙
げ

た
統
一
自
治
体
選
挙
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、

退
職
者
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
も

現
退
一
致
の
活
動
で
県
議
２
名
、

市
議
４
名
の
全
員
当
選
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
た
。

　
な
ん
と
し
て
も
戦
争
法
案
廃
案

の
闘
い
は
県
退
教
協
も
可
能
な
限

り
参
加
。「
ピ
ー
ス
テ
ン
ト
」
は

憲
法
を
守
る
会
、
石
川
憲
法
会
議

な
ど
８
団
体
で
構
成
さ
れ
、
法
案

成
立
後
も
毎
月
19
日
に
は
抗
議
集

会
を
開
く
な
ど
廃
案
に
向
け
て
の

闘
い
を
展
開
し
て
い
る
。

　
更
に
教
育
総
研
の
“
公
開
研
究

講
座
「
平
和
交
流
集
会
」
に
参
加

し
て
”
の
レ
ポ
―
ト
を
基
に
９
つ

の
資
料
を
も
併
せ
、
そ
の
実
践
が

述
べ
ら
れ
た
。
　

集
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

③
　
埼
玉
退
教
か
ら
は
、
現
退
一

緒
に
取
り
く
み
、
育
鵬
社
以
外
の

教
科
書
採
択
に
至
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。「
埼
玉
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
主
催
の
学
習
会
を
各
地
で

開
き
問
題
点
を
市
民
と
も
共
有
。

背
景
に
は
幅
広
い
市
民
運
動
と
組

織
運
動
の
結
合
が
あ
る
。
市
教
委

へ
の
要
請
書
や
退
職
者
に
展
示
会

参
加
を
呼
び
か
け
る
取
り
く
み
も

行
っ
た
。

　
全
国
の
状
況
も
報
告
さ
れ
、
沖

縄
八
重
山
地
区
で
圧
力
が
か
か
っ

た
が
、
竹
富
町
が
は
ね
の
け
た
例

も
挙
げ
ら
れ
た
。
中
等
教
育
学
校

に
育
鵬
社
採
択
が
あ
る
傾
向
も
指

摘
さ
れ
た
。

④
　
愛
知
退
教
の
レ
ポ
ー
ト
は
組

織
の
実
態
と
課
題
報
告
で
あ
る
。

組
織
率
低
下
や
財
政
上
の
課
題
は

◆
リ
ポ
ー
ト
名

①
組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
平
野
直
比
古（
千
葉
県
退
教
）

あ
る
が
、
ね
ば
り
強
く
退
教
協
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
現
退
一
致

で
「
愛
知
の
教
育
を
よ
り
よ
く
し

て
い
く
」
と
い
う
目
的
を
確
認
す

る
重
要
性
が
語
ら
れ
た
。

　
各
県
の
情
報
交
換
も
あ
っ
た
。

職
員
録
が
な
く
な
り
住
所
把
握
で

き
な
い
、
い
く
つ
か
の
退
職
者
組

織
の
違
い
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い

等
の
話
も
出
た
。

⑤
　
熊
本
県
退
教
か
ら
も
現
状
と

組
織
拡
大
に
向
け
て
の
取
り
く
み

が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
。
加
入
の
取

り
く
み
は
、
退
職
時
の
加
入
呼
び

か
け
が
重
要
、
元
同
僚
の
呼
び
か

け
が
大
き
な
力
と
報
告
さ
れ
た
。

　
討
議
で
は
、
再
任
用
制
度
が
で

き
た
が
、
60
歳
代
の
加
入
を
す
す

め
る
必
要
性
や
、
再
任
用
の
労
働

条
件
等
へ
の
取
り
く
み
も
必
要
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

②
県
議
選
・
市
議
選
の
取
り
組
み

　
　
入
澤
　
稔
（
新
潟
県
退
教
）

③�

仲
よ
く
や
っ
て
ま
〜
す
　
滋

 
第
２
分
科
・
分
散
会 

「
教
育
・
人
権
・
組
織
」

 
第
３
分
科
・
分
散
会 

「
福
祉
・
文
化
・
組
織
」

賀
！

　
　
清
水
明
美
（
滋
賀
退
教
）

④�

愛
媛
退
教
協
の
組
織
の
現
状
と

活
動
状
況
　

　
　
坂
本
猪
左
雄
（
愛
媛
退
教
）

⑤�

緑
の
大
地
に
根
付
か
せ
る
「
緑

の
奨
学
会
」
設
立
や
活
動
状
況

の
報
告
　

　
　
後
藤
宏
二（
大
分
県
退
現
教
）

①
　
館
山
市
を
中
心
と
し
た
安
房

支
部
の
組
織
拡
大
に
奮
闘
し
て
い

る
現
状
報
告
で
あ
る
。
加
入
を
呼

び
か
け
て
も
、「
も
う
組
織
な
ど

に
縛
ら
れ
た
く
な
い
、
自
由
で
い

た
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
教
職
員
に
対
す
る
管
理
強
化
と

多
忙
化
攻
撃
の
結
果
だ
と
思
う
。

こ
の
こ
と
を
心
に
刻
み
オ
ル
グ
し

た
結
果
、
親
の
介
護
に
大
変
な

方
々
を
通
し
て
見
え
る
こ
の
国
の

福
祉
の
貧
困
の
問
題
や
、
個
人
の

健
康
の
問
題
で
な
か
な
か
自
由
に

な
れ
な
い
で
い
る
現
実
が
あ
る
。

退
教
に
入
会
す
る
こ
と
が
こ
の
社

会
に
生
き
る
最
も
人
間
的
な
生
き

方
だ
と
訴
え
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

②
　
柏
崎
刈
羽
支
部
の
県
議
選
・

市
議
選
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ

の
地
域
は
、
柏
崎
・
刈
羽
原
発
を

抱
え
る
保
守
色
の
強
い
地
域
で
、

再
稼
働
に
向
け
積
極
派
と
反
対

本村富美子さん
（東京高退教）

入澤　稔さん
（新潟県退教）

高橋　勇さん
（埼玉退教）

酒井孝夫さん
（宮城退教）

平野直比古さん
（千葉県退教）

小西　寛さん
（岩手高退教）

上瀬雅美さん
（石川県退教）

清水明美さん
（滋賀退教）

石野公久さん
（新潟高退教）

河下卓司さん
（愛知退教）

安次嶺美代子さん
（沖縄高退教）

坂本伊左雄さん
（愛媛退教）

平川欽一さん
（熊本県退教）
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（4）（1）

　
日
退
教
の
組
織
活
動
交
流
集
会
は
、

新
た
に
21
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
安
倍
内
閣
の
本
音
が
露
骨
に
表
れ

ま
し
た
が
、
鹿
児
島
川
内
原
発
の
再
稼

働
、
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
、
安
保

法
案
の
強
行
採
決
な
ど
に
対
し
て
、
全

国
各
地
で
多
く
の
一
般
市
民
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
日
退
教
も
、
各
地
で
運

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
特
別
報
告
は
、
大
阪
府
退
教

「
憲
法
9
条
を
誇
り
に
す
る

会
」
が
、「
フ
ク
シ
マ
を
訪
ね

る
旅
」
カ
ラ
ー
版
冊
子
（
72

ペ
ー
ジ
）
を
作
成
し
て
報
告
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
1
冊

ず
つ
配
布
を
し
ま
し
た
が
、
30
部
ほ
ど

残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
単

会
・
個
人
に
お
分
け
し
ま
す
。
な
く
な

り
次
第
打
ち
切
り
ま
す
（
先
着
順
）。

日
退
教
通
信
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。

◆
編
集
後
記
◆

「
戦
後
70
年
」
の
読
書
か
ら
。

「
ベ
ル
リ
ン
に
一
人
死
す
」　
ハ
ン

ス
・
フ
ァ
ラ
ダ
著
　
赤
根
洋
子
訳

第
二
次
大
戦
下
ベ
ル
リ
ン
。
息
子

の
戦
死
を
機
に
、
あ
る
夫
婦
が
知
ら

な
い
誰
か
に
葉
書
を
書
く
。「
総
統

は
私
の
息
子
を
殺
し
た
」。
葉
書
を

公
共
の
場
に
置
い
て
く
る
ま
で
の
葛

藤
、
葉
書
を
見
た
人
の
反
応
…
…
波

紋
が
生
じ
る
。
悲
し
み
や
怒
り
は
他

者
に
伝
わ
り
、
人
々
は
連
帯
す
る
の

だ
ろ
う
か
。
権
力
の
末
端
に
繋
が
る

人
間
は
、
自
分
の
行
動
を
肯
定
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
実
話
を
元
に
し
た

小
説
。

「
Ｈ
Ｈ
ｈ
Ｈ
　
プ
ラ
ハ
、
１
９
４
２

年
」　
ロ
ー
ラ
ン
・
ビ
ネ
著
　
高
橋

啓
訳
。

表
題
は
「
ヒ
ム
ラ
ー
の
頭
脳
は
ハ

イ
ド
リ
ヒ
と
呼
ば
れ
る
」
の
意
。
ナ

チ
ス
高
官
ハ
イ
ド
リ
ヒ
の
暗
殺
と
そ

の
後
を
描
く
。
ナ
チ
ス
の
権
力
、
レ

ジ
ス
タ
ン
ス
、
密
告
、
無
実
の
罪
…
。

こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
。「
事
実

と
し
て
分
か
る
こ
と
だ
け
書
く
」
と

何
度
も
語
る
著
者
は
、
創
作
活
動
の

意
味
や
歴
史
を
も
問
い
か
け
る
。

本
を
閉
じ
考
え
る
。「
昔
の
遠
い

国
の
話
？
」
歴
史
は
、
終
息
し
た
も

の
で
は
な
く
、
振
り
返
っ
て
問
い
続

け
ざ
る
を
得
な
い
も
の
な
の
だ
と
突

き
つ
け
ら
れ
た
気
が
す
る
。「
お
わ

び
は
お
し
ま
い
」
と
言
い
出
す
首
相

の
い
る
こ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
出

会
え
て
良
か
っ
た
本
だ
っ
た
。　（

た
）

◆
レ
ポ
ー
ト
名

①
戦
争
を
語
り
つ
ぐ
と
り
く
み

加
登
　
康
宏
（
北
退
教
）

②�

原
発
事
故
４
年
半
経
過
の
福
島
の
現
状
と
課
題

����

住
谷
　
圭
造
（
福
島
退
教
）

③�

宮
城
に
お
け
る
「
安
保
法
制
法
案
」（
＝
戦
争
法
案
）

反
対
運
動
の
動
向
と
宮
城
退
教
協
の
取
り
組
み
に
つ

い
て酒

井
　
孝
夫
（
宮
城
退
教
）

④
沖
縄
と
連
帯
す
る
取
り
組
み

本
村
　
富
美
子
（
東
京
高
退
教
）

⑤�

新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
！
　
辺
野
古
の
現
在（
イ
マ
）　
　

安
次
嶺
美
代
子
（
沖
縄
高
退
教
）

⑥�

公
開
研
究
講
座「
平
和
教
育
交
流
集
会
」に
参
加（
推

進
）
し
て
　
Ⅲ

上
瀬
　
雅
美
（
石
川
退
教
）

①
　
北
海
道
退
教
か
ら
は
、
現
退
一
致
の
「
戦
争
を
語

る
会
」
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
1
9
9
5
年
、

北
教
組
は
「
戦
後
50
年
」
と
い
う
節
目
に
平
和
教
育
・

平
和
運
動
の
前
進
を
求
め
「
戦
争
史
実
の
掘
り
起
こ
し

 

第
１
分
科
・
分
散
会 

「
平
和
・
組
織
」

　
第
2
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修

旅
行
を
10
月
6
日
か
ら
の
3
泊

4
日
間
で
実
施
を
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
11
名
の
参
加
で
し
た

が
、
今
回
は
38
名
の
参
加
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
敗
戦
70

年
、
日
韓
条
約
締
結
50
年
そ
し

て
朝
鮮
王
朝
第
26
代
高
宗
国
王

の
妃
で
あ
る
明
成
皇
后（
閔
妃
）

を
日
本
人
ら
が
暗
殺
し
て
か
ら

1
2
0
周
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
の
侵
略
に
た

い
す
る
歴
代
日
本
政
府
の
責
任

の
取
り
方
が
極
め
て
不
十
分
で

あ
り
、
多
く
の
教
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
政
府
に
対
し
て
不
信
感
を

抱
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、
安
重
根
記
念
館
、

西
大
門
刑
務
所
跡
、
景
福
宮
明

成
皇
后
暗
殺
場
所
、
独
立
記
念

館
、
独
立
宣
言
を
発
し
た
タ
プ

コ
ル
公
園
、
戦
争
と
女
性
の
人

権
博
物
館
、
29
字
委
員
会
見
学
、

1
2
0
周
年
忌
辰
祭（
法
要
）参

加
、李
方
子
・
浅
川
巧
墓
参
を
し
、

更
に
、
見
識
豊
か
な
現
地
ガ
イ

ド
の
説
明
に
よ
り
、
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
も
お
よ
そ
半
数

の
参
加
か
ら
集
ま
り
、
来
年
も

参
加
し
た
い
、
日
退
教
の
旅
に

は
必
ず
参
加
し
た
い
等
、
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
退
教
は
、
第
3
回
東
ア
ジ

ア
海
外
研
修
旅
行
を
さ
ら
に
有

意
義
な
も
の
に
し
た
い
と
、
今

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
日
程

◦�

第
5
回
役
員
会
・
第
2
回
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
で
提
案

（
2
0
1
6
年
3
月
）

◦�
日
退
教
通
信
第
3
6
5
号
で

募
集
（
4
月
）

◦�「
悠
悠
ラ
イ
フ
」
で
募
集

（
7
月
末
　
締
切
）

◦
実
施
（
9
月
下
旬
ご
ろ
）

派
・
慎
重
派
が
拮
抗
し
て
い
る
。

県
議
選
の
定
数
は
2
名
で
、
以

前
か
ら
自
民
党
が
2
議
席
独
占

し
て
き
た
が
、
こ
の
4
月
に
行

わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
反
原

発
・
反
再
稼
働
を
掲
げ
、
市
議

で
あ
っ
た
女
性
を
県
議
選
に
建

て
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
。

市
議
選
で
も
、
53
歳
で
退
職
を

し
た
教
師
を
全
面
支
援
し
当
選

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
　
滋
賀
県
は
退
女
教
と
日
退

教
が
一
緒
の
結
合
県
と
し
て
結

成
さ
れ
30
余
年
で
あ
る
。
常
に

男
女
が
力
を
合
わ
せ
て
現
・
退

一
致
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

に
、
会
員
が
中
心
に
行
う
「
心

の
電
話
相
談
」
も
発
足
当
初
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。
現
・
退
一

致
の
取
り
組
み
で
は
、
選
挙
活

動
や
教
育
研
究
活
動
そ
し
て
反

戦
・
反
原
発
の
活
動
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
い
活
動
も
春
と
秋
の
年

2
回
行
っ
て
い
る
。

④
　
愛
媛
の
会
員
は
少
数
で
あ

る
が
、
毎
年
5
月
に
は
定
期
総

会
を
開
催
し
、
四
国
4
県
持
ち

回
り
の
日
退
教
・
日
教
組
四
国

地
区
協
議
会
・
幹
事
会
に
も
参

加
し
て
い
る
。8
月
に
は
囲
碁
・

将
棋
大
会
を
開
催
し
、
秋
に
は

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
囲
碁
大
会
に
代

表
を
送
っ
て
い
る
。
安
保
法
案

反
対
活
動
で
は
、
戦
争
を
さ
せ

な
い
千
人
委
員
会
の
活
動
に
参

加
し
た
。
伊
方
原
発
運
転
差
し

止
め
訴
訟
に
も
会
員
が
原
告
と

な
り
、
毎
回
原
告
席
、
傍
聴
席

を
抽
選
で
決
め
る
な
ど
、
多
く

の
参
加
者
で
被
告
席
を
圧
倒
し

て
い
る
。

⑤
　
豊
後
大
野
支
部
で
、
新
規

就
農
希
望
者
の
育
成
支
援
の
た

め
に
設
立
し
た「
緑
の
奨
学
会
」

の
活
動
報
告
で
あ
る
。

2
0
1
0
年
11
月
24
日
に
「
緑

の
奨
学
会
設
立
総
会
」
を
豊
後

大
野
教
育
会
館
で
行
い
、
40
名

の
賛
同
会
員
が
参
加
し
た
。
将

来
、
豊
後
大
野
市
に
定
住
し
、

農
林
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

志
の
あ
る
生
徒
に
対
し
、
高
校

進
学
時
に
10
万
円
の
奨
学
金
を

贈
呈
す
る
。
定
員
は
5
名
で
あ

る
。
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
る

が
、
毎
年
定
期
的
に
心
境
報
告

を
し
て
く
れ
て
い
る
。
規
約
で

は
25
歳
ま
で
に
就
農
し
な
け
れ

ば
奨
学
金
は
返
金
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

朝鮮に対する
日本の侵略を学ぶ旅
多くの成果を上げて

終える
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安保法、原発、沖縄をはじめ、
強まる地域での活動
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組織現況と基調報告　
平岡良久さん

（日退教組織部会長）

第
21
回
組
織
活
動
交
流
集
会�

10
月
16
日

加登康宏さん
（北退教）

住谷圭造さん
（福島退教）

後藤宏二さん
（大分退現教）
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